


受 賞 者 紹 介  

《2000年度 第45回大韓民国学術院賞》  
受賞論文 「ObservationoftheBcmesoninl．8TeVproton・antiprotoncollisions」  

受賞者 金 信弘教授   

大韓民国学術院賞は学問研究活動を推進するために、1955年に大韓民国学術院によ  

って創設され、顕著な科学的業績を挙げた韓国人科学者に授与されるものである。   

2000年9月18日に「陽子反陽子衝突実験（CDF実験）によるBc中間子の発見」  

という業績により金信弘氏に対して第45回大韓民国学術院賞が授与された。CDF  

実験は1979年以来、日米科学技術協力事業の1つとして、米国フエルミ国立加速器  

研究所のテパトロン加速器を用いて国際協力によって行われてきた。CDf、実験では  

1994年のトップクォークの発見に次いで、1998年には15種類ある基本的な中間子  

で、唯一未発見であったボトム・クオークとチャーム・クオークの束縛状態であるBc  

中間子が発見された。   

今後この中間子の性質をさらに精密に測定することによって素粒子物理学、特に量  

子色力学（QCD）理論の更なる発展に貞献することが期待される。  

《2000年度 低温工学協会業績賞》  

受賞者 富永 昭 講師   

富永講師は蓄冷型と総称される冷凍機の理解を深めるために、1988年官民の研  

究者を集めた波動冷凍研究会を主宰し、特に理論面で指導的な役割を果たした。この  

研究会は後年波動冷凍機研究会、波動熱輸送研究会、勲音響工学研究会へと引き継が  

れ、日本における小型冷凍機研究の中心的存在となっている。   

この研究活動の中で富永講師は進行波の存在が冷凍の本質であることを見抜き、1  

990年論文「波動冷凍の基礎」を発表した。これに続く一連の仕事によって、振動  

流を基本とする蓄冷型冷凍機における現象を統一的に説明する理論「熱音響理論」を  

構築し、さらに数値計算コードmCO乙拶他の開発によってこの理論の冷  

凍機開発の現場への応用もはかった。   

パルス管冷凍をはじめ、近年小型冷凍機の発達とそれを応用した超伝導応用技術の  

進展はめざましいものがあり、特に我が国の冷凍技術が世界から注目されている。こ  

れらは、熱音響理論の提唱に始まる富永講師の低温工学会での長年にわたる活発な研  
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究活動に負うところが大きい。   

以上の貢献に対して2000年度低温工学協会業績賞が授与された。  

《2000年度 低温工学協会論文賞》  

「蓄冷機の冷凍能力と特性周波数：熱音響理論の4KG－M冷凍機への応用J  

低温工学34巻3号（1999）  

受賞者 富永 昭 講師   

本論文では、「蓄冷器の冷凍能力」という新しい概念が熱音響理論から導かれ、さら  

に蓄冷器の周波数特性に閲し「特性周波数」という量が新しく導入された。またこの  

具体例として、4KG－M冷凍機をこの概念で評価し直すことにより、性能向上への  

指針が示された。   

本受賞は、これらの概念によって4K冷凍機のみならず小型冷凍機一般の今後の性  

能向上に大きな指針が与えられたことが高く評価されたものである。  

《平成12年度 筑波学都資金財団教育研究特別表彰》  

「筑波大学における教育・研究活動への責献」  

受賞 者 小波蔵純子 講師   

プラズマ研究センタ【に於いて、強電磁場下でのプラズマ電子の集団的振舞いの解  

明に基づく、プラズマ電子の安定な長時間閉じ込め、高温度化・電位生成に対する、  

将来の見通し・比例則を得ることを研究すると共に、広範なセンター研究業務の支援、  

並びに学生・院生の教育・研究指導に携わり、また、若手として将来更なる教育研究  

推進への貢献が期待される点が高く評価された。   

殊に研究成果として、（i）この四半世紀に亙り教科書全般に広く定説とされてきた  

理論、並びに最近米国マサチューセッツ工科大から提唱された新理論を覆す、筑波「半  

導体新感度理論」を米国物理学会正論文誌PbYSicalRevi印に提唱し、（ii）これを高  

エネルギー加速器研究機構の協力に拠り実証し、（iii）本新理論に拠り予想される半導  

体Ⅹ線新感度領域を用いて、従来計測が困難であった電子温度数十万度域から、数十  

億度の広エネルギー帯域のプラズマ電子温度新計測器を開発すると共に、（iv）新提唱  

理論を用いた新計測法の提唱を行った点等が挙げられる。  
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《大学院資料》  

大学院生・卒業研究生・学振特別研究員員数表  

平成12年度  

博 士  修 士  
小  ／ト  

研  
卒   A Fコ  

4  1  
TA  

計  計  
生   

振  計  
年   年   

素粒子理論  田  4  同  田  同  14  0  田  田  巳  2（3）  四   （3）［6］   

宇宙物理   田  同  口  0  口  4  田  0  田  4  1（1）   0   9（i）   

原子核理論  口  田  田  田  田  田  国  田  田  同   
園   （1）［1］   

物性理論   14  圏  16［3］   

素粒子実験  ロ  田  同  口   ［4］  30［4］   

原子核高エネ  田  田  1   0  園  14［1］   

原子核低エネ  田  同  田  同  田  田  4  田  田  田   園  34［2］   

磁性物性   口  4   園  12［2］   

半導体物性  田  口  田  田   4        4   圏  13［3］   

光物性   口      口  4    4  

低温物性   0  0  園   8［1］   

44  
プラズマ   口  同  4  田  田  四  10  田  田  14  

園   （2）［2］   

232  
合 計   14  田  田  川  田  100  27  30  田  団  6（7）  ［25ユ  

（7）［25】   

‡学振柵の（）なし数字はPD数で外数，（）内数字はDCl，DC2で内数  

＊［］は大学院生のため内数  
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学位論文取得者一覧  

【博士論文】  
〈課程博士〉〔〕内は指導教官名   

1）奥村紀浩〔青木保夫〕  

TotalReactonCrossSectionofp＋28SiSystemnearNeutronThresholdEnergy   
（中性子閲エネルギー近傍における陽子ど8si核の全反応断面積）   

2）中條達也〔三明康郎〕  

StudyofSingleParticleSpectraandTwoParticleCorrelationsinAu＋Au  
Collisionsat，4－11AGeV   

（格子あたり4－11Ge†の金・金衝突における1粒子スペクトルと2粒子相関の研究）   

3）大須賀健〔梅村雅之〕  

Starburst－ActiveGalacticNucleiConnectionthrough  

Radiation－HydrodynamicalFol・mationofObscuringWal1s   
（頼射流体力学的遮蔽壁形成による爆発的星形成と活動銀河核の物理的関連）   

4）大竹由記子〔梁成育〕  

StringJunctionsandBPSSpectraofN＝2SU（2）supersymmetricQCD   
（ストリングジャンクションを用いたN＝2SU（2）超対称QC工）のBPSスペクトルの解析）   

5）田中雅士〔滝川鉱治〕  

SearchforRadlativeB－HadronDecayswiththeColliderDetectoratFermilab   
（CDF検出器を用いたBハドロンの栢射崩壊事象の探索）   

6）中田方斎〔金信弘〕  

MeasurementoftheDifEractiveStruCtureFunctionoftheAntiprotoninl，8TTeV  
Proton－AntiprotonCollisions   
（重心系エネルギー1．8TeVの陽子反陽子衝突における反陽子の回折散乱構造関数の測定）   

7）小林進二〔谷津潔〕  

StudyonParticleConfinementandTransportintheGAMMAlOTandemMirror   
（タンデムミラーガンマ10の粒子閉じ込めおよび輸送の研究）   

8）河森栄一郎〔谷津潔〕  

StudyofPelletFuellngintheGAMMAlOTandemMirror   
（タンデムミラーガンマ10におけるペレット入射による粒子供給の研究）   

9）岡本裕司〔谷津潔〕  

StudyofImpurityIonsintheGAMMAlObyUsingVacuumUltravi01et  
Spectrograph   
（真空紫外分光器を用いたガンマ10における不純物イオンの研究）  
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10）鄭 春均〔李相茂〕  

ClusterFormationandGrowthinaMctalClusterSourceControlledwitha  
MagnetronandaGasAggregationCell   
（マグネトロンを使ったガス凝縮型金属クラスター源によるクラスター形成及び成長）   

11）高橋和孝〔香村俊武〕  

Disorderedsystemswithchiralsymmetry   

（カイラル対称性をもつ乱れた系の研究）   

12）西口典明〔小野田准重〕  

CrystalStructuresandMagneticPropertiesoftheTwo－DimensionalSpin－1／2  

SystemMV．102n＋1   
（二次元スピンー1／2系附nO狛の結晶構造と磁気的性質）   

13）開場大一郎〔舛本泰章〕  

TheElectro11icStruCtureSOftheOxygenAdsorbedSurfacebyAngle－reSOIved  
PhotoelectronSpectroscopy：Ag（110），Cu（100）andRh（110）   
（角度分解光電子分光による酸素吸着表面の電子状態：Ag（110），Cu（100）and Rh（110））   

14）超 家龍〔舛本泰章〕  

Con丘nedexcitonstatesandphononmodesincuproushalidequantumdots   
（銅ハライド量子ドットに閉じ込められた励起子状態とフォノンモード）   

15）北村直和〔押山淳〕  

TheoreticalStudyforMicroscopicMechanismsofCarbonNanotubeGrowth   
（カーボンナノチューブ成長のミクロスコピックメカニズムについての理論的研究）   

〈論文博士〉〔〕内は世話人教官名   

1）田尻祐紀子〔梅村雅之〕  

QuantutativeAnalyses of Radiative Transfer Effects on Photoionization and  
Photoheating of Pregalactic Clouds bY Ultraviolet Backgrot］nd Radiation   

（背景紫外線頓射による原子銀河雲の光電離と光加熱に関する幅射輸送効果の定量的解析）   

2）小林英昭〔平島大〕  

StudyoftheE脆ctiveInteractionandSuperfluidity   
inTwo－DimensionalIJiquid3He   

（2次元液体3Heにおける有効相互作用と超流動の研究）   

3）佐藤 進〔三明康郎〕  

Studyof△♯ResonanCeAbumdancein158AGeVPb十PbConBionsatCERN－SPS   
（CERが－SPSでの核子当たり158GeV鉛一鉛衝突における △＋＋共鳴の収量）   

4）吉成清美〔香村俊武〕  

NumericalStudyofIonBehaviorsinRadiofrequenq7QuadruPOleMassSpectrometers   
（高周波4重極質量分析器におけるイオン挙動の数値的研究）  
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【修士論文】  
く博士課程修士〉〔〕内は指導教官名   

1）寺尾允一〔高田慧〕  

銅酸化物高温超伝導体の常伝導相におけるc軸電気伝導の半導体的振舞いに  

関する理論的研究   

2）菅野敦史〔舛本泰章〕  

紫外光照射によるCuCl量子点の光スペクトルの異常   

3）荒井隆一〔小野田雅量〕  

∂相AgxV205系の結晶構造と磁性   

4）青戸智浩〔森岡弓男〕  

Rotational1yResoIvedZEKEspectraofN2   
（窒素分子の回転分解されたZEEEスペクトル）   

5）増野一幸〔田岸義宏〕  

連続スペクトラム領域での偏極分解能の測定   

6）廣瀬治郎〔李相茂〕  

EnergyDependenceofMetalClusterProductioninSputtering   
（スパッタリングによる金属クラスター生成のエネルギー依存性）   

7）佐藤健一郎〔池添博〕  

82Se＋138Baと82Se＋134Ba反応における核融合反応断面積の測定   

8）武村祐一朗〔石井亀男〕  

ビームプローブを用いたコアプラズマの径方向電位分布測定と電位分布制御   

9）吉田麻衣子〔長照二）  

新型イオン・エネルギー・スペクトル計測器に拠る電位空間分布とプラズマ  

閉じ込めの研究   

10）荒井信一郎〔受川史彦〕  

ATI．ASSCT用シリコンマイクロストリップ型センサーのノイズ測定と  
ビームテストによる性能評価   

11）魚住 聖〔金信弘〕  

MeasurementofPerformancesofCompensatedScintillating－Ti1e／Fiber  

Calodmetel・   

（補償型シンチレーティングタイル／ファイバー・カロリメ」夕の性能測定）   

12）小林博和〔滝川鉱治〕  

ATIASシリコン飛跡検出器用モジュール設置ロボット開発  
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13）井出健智〔吉江友照〕  

改良された格子作用に対する非摂動繰り込み   

14）山崎 剛〔青木慎也〕  

最大エントロピー法を用いた格子QCDでのスペクトル関数の解析   

15）滑川裕介〔金谷和室〕  

FinitetemperatureQCDonanisotropiclattices   
（非等方格子を用いた有限温度QCD）   

16）最上武志〔梁成吉〕   

弦理論における非可換幾何学   

17）林 雅章〔梅村雅之〕  
第一世代天体形成における幅射圧の効果   

18）川勝 望〔梅村雅之〕  
銀河形成期の爆発的星形成による輪射流体力学的銀河中心核形成（梅村雅之）   

19）坂本猛虎〔押山浮〕  

超格子半導体中の電子の時間発展計算とその物性  
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物理学セミナー  

平成12年度  

開催 日   講 師   題  目   

野村晋太郎   半導体ナノメートル構造におけるフェ  
第1回   4月26日  

（半導体物性実験）  ルミ端異常   

第2回   5月31日   
石塚成人  

格子場の理論によるハドロンの物理   
（素粒子理論）  

谷口伸彦  
第3回   6月21日  量子ホール系における相転移と対称性   

（物性理論）  

第4回   9月27日   
板倉昭慶  

マイクロ波によるプラズマの診断   
（プラズマ）  

江角晋一   高エネルギー重イオン衝突におけるク  
第5回  10月25日  

（原子核実験）   オーク、グルーオン、プラズマの発生   

原和彦   LHC（LargeHadronCo11ider）加速  
第6回  12月13日  

（素粒子実験）   器におけるATLAS実験   

滝川昇   
第7回  12月20日  

原子核物理学における巨視的量子トン  
（東北大学）   ネル現象   

第8回   2月14日   
須佐元  

（宇宙物理）   

宇宙初期の天体形成   
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大学院関係経費  

1．TA経費（物理学研究科分）  

（数理物質科学研究科物理学専攻分）  

3，471，000   

858，856  

計4，329，856円   
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《学 系 資 料》  
平成12年度科学研究費補助金  

研究種目   職名  研究代表者  課頚番号   研 究 題 目   金額  
（手円）   

基盤（刃（2）一般  教授  岩崎虔一  12304011  超並列計算機CP－PACSを用いた格子上の素粒子標準模型の  l¢．6鴨      研究の新展開   

特定領域（A）（2）  助教  青木 慎也  12014202  格子QCDによる〝中間子の非保存の研究   1．400   

特定領域（B）（2）  教授  梁 成吉   10209201  超対称ゲージ理論と超弦ジオメトリー   1．600   

／／   教授  吉野 興平  12304032  共鳴原子核反応法による岩石・鉱物中の水素分析法の研究   8，1（氾   

基盤（B）（2）一般  教授  金 信弘  11440072  テ／くトロンでのCP非保存の物理   3，500   

JJ   教授  長 照二   
11480111  核融合生成中性子照射下での半導体計測器の感度変化比例   

2．700  

基盤（B）（2）展開  教授  長 照二   
12558048  イオン温度・電子温度ゼーム成分の空間分布構造同時計測   

5．400  

基盤（C）（2）一般  教授  芋川 彰  10640246  数値的方法による有限温度格子量子色力学の研究   600   

／／   教授  大塚 洋一  1264033t；  一次元微小ジョセフソン接合列の散逸誘起超伝導転移   2，100   

／／   教授  金谷 和至  10640248  格子QCDにおけるクオークを含んだ繰り込み群変換   800   

／／   教授  梁 成吉   12640252  D－ブレーン探索と非自明な超対称固定点の理論   1，000   

／／   助教  青木 慎也  12640253  格子QCDによる〝中間子弱電磁行列要素の計算   1．208   

J／   助教■  梅村雅之  11640225  3次元福射輸送によるクエーサー吸収線系の研究   900   

J／   助教■  田岸 善宏  ‖680511  重陽子融合反応を利用した注入量陽子拡散の新しい測定法   600   

J／   助教■  平島 大   11640334  交換相互作用、特に多体スピン交換相互作用の理論的研究   900   

／／   助教■  森岡 弓男  09（；40475  大気分子イオンの基底状態のポテンシャルの完全測定   200   

／J   
有限電子系におけるダイナミクスの非経験的量子シミュレー   

助致’  矢花 一浩  11640372  800  

JJ   助手  RBul女haIter  ‖640250  動的クオークを含んだ格子QCDによる数値的研究   1，300   

奨励研究A   
講師  大橋 洋士  12740229  反強磁性的スピン揺らぎを媒介とする銅酸化物高温超伝導機   

1．900  

／J   近藤 真史   
講師  12780352  新型0．05－500keV域イオンエネルギー分析用多チャンネル半導  1．700  

J／   助手  池沢 道男  12740170  半導体量子点におけるコヒーレントフォノンの研究   1．800   

／／   助手  石痩成人  12740133  格子QCDによるCP非保存」の研究   1，500   

JJ   助手  奥野 剛史  12740171  半導体量子点における高速キャリア緩和の研究   1，700   

助手  神田 晶申  12740200  微小トンネル接合の2次元配列の電気伝導   1，400   

／J   

助手  小波蔵純子  11780353  新しく提唱したX線計測原理の実証とこれを用いた新電子温度   
700  

J／   
高エネルギー実験での粒子識別の為の時間分解能10ピコ秒   

助手  佐藤 進  11740136  
700  

／／   助手  佐藤 勇二  12740134  三次元反ドゥジッタ一時空（AdS3）中の弦理論   700   

／／   助手  中本 泰史  12740118  多次元福射輸送計算による原子星系の現像論的解明   l．200  

合計  40，900  

※網かけは計算センターより申請・交付  
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役 務 分 担  
平成12年度  

物理学系長   滝川鉱治   

研究審議会委員   香村俊武   

物理学研究科長   香村俊武   

数理物質科学研究科物理学専攻長   香村俊武   

同研究科物理学専攻運営委員   古野興平   

理工学研究科運営委員   舛本泰章   

自然学類運営委員   有光敏彦、金 信弘   

物理学関係自己点検委員   滝川鉱治（委員長）、芋川 彰、大塚洋一、  

押山 浮、長 照二、舛本泰章、三明康郎   

図書係   矢花一浩   

附属図書館研究図書委員   矢花一浩   

カリキュラム委員   長 照二（委員長）、有光敏彦、青木保夫、  

梅村雅之、小野田雅重、金 信弘、香村俊武、  

谷口伸彦、吉江友照、原 和彦、  

矢花一浩   

クラス担任（1年・学生委員会委員）   北候仁士、三晶具文   

（2年）   金谷和至、中嶋洋輔   

（3年）   押山 浮、小野田雅重   

（4年・就職委員）   三明康郎、原 和彦   

学生委員会（学生生活審議会委員）   1年クラス担任 北候仁士、三晶具文   

（学生担当教官）  

学系事務PC管理責任者   有光敏彦，金谷和至   

物理学系LAN委員会   新井一郎、橋本幸男、石塚成人   

実験廃棄物取扱責任者   野村晋太郎   

全学放射線管理委員   金 信弘   

安全管理査察専門委員   物工   

レクリエーション係   三晶具文   

自然系学系液体窒素タンク管理委員   大塚洋一   

自然系関連組織安全管理委員会   福谷博仁、田岸義宏、斉藤輝雄   
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物理学系人事異動  

（2000．4．1～2001．3．31）  

【物理学系に来られた方々】  

氏 名   職   発令日   異動内容   

Ⅹobryn   
助 手   12．4．1   

ウクライナ国立科学アカデミー物   
01eksandr  性物理研究所研究員   

須佐 元   助 手   12．4．1  日本学術振興会特別研究員   

奥村紀浩  準研究員  12．7．1  物理学研究科D5   

江角晋一   講 師   12．7．16  ドイツ・ハイデルベルグ大学   

白石賢二   助教授   13．1．1   
日本電信電話（株）物性科学基礎研  

究所主任研究員   

岡田 晋   講 師   13．3．1  物質工学系助手   

【物理学系を去られた方々】  

氏 名   職   発令日   異動内容   

青木保道   助 手   1Z．4．30  理研B軋研究センター   

郡司茂樹   助 手   12．7．31  コンパック・コンピューター   

田中篤司   助 手   12．9．30  東京都立大学助手   

福谷博仁   教 授   12．11．16  死亡   

香村俊武   教 授   13．3．31  定年退官   

高田 慧   教 授   13．3．31  定年退官   

平島 大   助教授   13．3．31  名古屋大学教授   

佐藤 進   助 手   13．3．3l  日本学術振興会海外特別研究員   

下島 真   助 手   13．3．31  長崎総合科学大学工学部講師   

牟田 浮  準研究員  13．3．31  東京工芸大学女子短期大学部講師   
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物理学系構成員  

2000．4．1～2001．3．31  

教授   助教授   講師   助手   準研  技官   

芋川掛欄  青木（慎）  青木（保遂）‡計セ］  

梁  吉江漕セJ  石塚甜セi  

素粒子  
金谷  佐藤（勇）  

谷口（裕）  

伽r独alter［計セ】  

理  
毛利  

宇宙物理  梅村【計セ】  
中本［計セ】  

須佐亡計セ】  

原子核   
香村   矢花   宇根  牟田  

橋本  

有光   白石   大橋   郡司［計セj  

押山  田上【留セ】  岡田   田中  

物   性                 高田  谷口（伸）  馳brⅥ1  

平島  桃井   

（併）根本［計セl  

素粒子   
金  受川   清矢  下島   松永  

滝川  原  
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